
西尾市制65周年記念市勢要覧

A Limitless Future



「
ム
ゲ
ン
の
ミ
ラ
イ
」に

出
会
え
る
ま
ち 

西
尾

豊
か
な
自
然
、脈
々
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
、勢
い
を
増
す
産
業
。

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
西
尾
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
ム
ゲ
ン
の
ミ
ラ
イ
」。

こ
こ
で
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
い

ム
ゲ
ン
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
し
か
切
り
拓
け
な
い

ミ
ラ
イ
が
あ
り
ま
す
。

西
尾
に
し
か
な
い
ム
ゲ
ン
の
ミ
ラ
イ
を

ぜ
ひ
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
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From its abundant nature and venerable history to its 
growing industry, Nishio possess boundless appeal. The 
keyword of Nishio is “a limitless future.”
There are limitless possibilities which are unique to 
Nishio. There is a future that can only be blazed here.
Experience the limitless future which is unique to the 
fine city of Nishio.

Nishio offers a limitless future to all

伝
統
と
新
し
さ
の
融
合
。

抹
茶
に
込
め
た
西
尾
の
心

﹇
特
産
／
西
尾
の
抹
茶
﹈

海
と
大
地
の
恵
み
。

西
尾
産
の
逸
品
が
勢
ぞ
ろ
い

﹇
特
産
／
逸
品
・
名
品
﹈

紙
の
手
触
り
、香
り
、め
く
る
音
。

感
性
を
刺
激
す
る

古
書
と
の
出
会
い
が
待
っ
て
い
る

﹇
歴
史
・
文
化
／
岩
瀬
文
庫
﹈

郷
土
に
刻
ま
れ
た

先
人
の
足
跡
に
思
い
を
は
せ
る

﹇
歴
史
・
文
化
／
文
化
財
﹈

夜
空
に
灯
る
郷
土
の
誇
り
は

人
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、受
け
継
が
れ
る

﹇
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
／
三
河
一
色
大
提
灯
ま
つ
り
﹈

人
が
集
い
、祝
い
、祈
る
。

祭
り
に
は
心
を
一
つ
に
す
る

力
が
あ
る

﹇
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
／
年
間
祭
時
記
﹈

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
西
尾

た
だ
い
ま
進
化
中

﹇
産
業
／
も
の
づ
く
り
D
N
A
﹈

西
尾
の
産
業
を
支
え
る
の
は
、

技
と
思
い
が
宿
っ
た「
手
」

﹇
産
業
／
働
く
人
﹈

ゆ
る
り
と
時
が
流
れ
る
佐
久
島
で

の
ん
び
り
ア
ー
ト
巡
り

﹇
暮
ら
し
／
佐
久
島
ア
ー
ト
﹈

遊
び
た
い 

訪
れ
た
い

暮
ら
し
た
い
ま
ち 

西
尾

﹇
暮
ら
し
／
住
み
よ
さ
﹈

未
来
設
計
図
　
西
尾
の
ま
ち
づ
く
り

西
尾
歴
史
新
聞
│
年
表
│

西
尾
は
み
ん
な
に
自
慢
し
た
い

魅
力
の
宝
庫
│
マ
ッ
プ
│

数
字
で
見
る
西
尾
の
暮
ら
し
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深
い
緑
と
上
品
な
香
り
、
ま
ろ
や
か

な
味
わ
い
が
特
徴
の「
西
尾
の
抹
茶
」。

西
尾
市
は
原
料
で
あ
る
て
ん
茶
の
全
国

有
数
の
生
産
地
で
す
。
温
暖
な
気
候
、

矢
作
川
が
も
た
ら
す
豊
か
な
土
壌
と
川

霧
が
、
上
質
な
茶
葉
を
育
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
実
相
寺
の
開

祖
で
あ
る
高
僧
聖
一
国
師
が
、
鎌
倉
時

代
に
茶
種
を
ま
い

た
の
が
起
源
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
時
代
の
て
ん

茶
製
造
技
術
の
導

入
を
経
て
、
大
正

時
代
に
生
産
が
本

格
化
。
昭
和
30
年

代
に
は
全
国
有
数
の
生
産
量
を
誇
る
ま

で
に
な
り
、
現
在
の
発
展
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

特
産
品
と
し
て
定
着
し
た「
西
尾
の

抹
茶
」は
、
平
成
21（
２
０
０
９
）年
に

特
許
庁
の
地
域
団
体
商
標（
地
域
ブ
ラ

ン
ド
）に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
茶
の
分

野
で
抹
茶
に
限
定
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
は
全
国
初
。
P
R
や
販
売
活
動

を
通
し
て
、「
西
尾
の
抹
茶
」を
全
国
、

そ
し
て
世
界
へ
と
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
抹
茶
よ
り
も
深
み
の
あ
る

緑
色
で
渋
み
が
少
な
い「
西
尾
の
抹

茶
」は
、
飲
む
だ
け
で
な
く
、
和
洋
菓

子
の
材
料
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
和

菓
子
屋
や
カ
フ
ェ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ッ
ト
で
抹
茶
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
ス
イ
ー
ツ
を
堪
能
で
き
、
市
内
外
の

人
々
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
が
抹
茶
に
親
し
む
機
会
の
多
い

西
尾
市
。
市
内
に
は
、
茶
摘
み
体
験
や

全
校
茶
会
を
行
う
小
・
中
学
校
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、「
西
尾
の
抹
茶
」と
特
産

品
を
使
っ
た「
西
尾
の
抹
茶
な
べ
」が

開
発
さ
れ
る
な
ど
、
抹
茶
に
親
し
む
機

会
が
新
た
に
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
代
を
超
え
て
西
尾
の
地
に
息
づ

き
、
育
ま
れ
て
き
た「
西
尾
の
抹
茶
」。

和
み
の
時
間
を
も
た
ら
す
お
も
て
な
し

の
一
服
は
、
新
た
な
魅
力
を
備
え
な
が

ら
受
け
継
が
れ
、
西
尾
市
が
誇
る
地
域

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

「西尾の抹茶」のやさしいほろ苦さは、
アイスクリームやチョコレートなどと
相性抜群。市内の店舗で味わえます。

地域ブランド
「西尾の抹茶」
ブランドマーク

伝
統
と
新
し
さ
の
融
合
。

抹
茶
に
込
め
た
西
尾
の
心

ひ
と
と
き
の
一
服
に
お
も
て
な
し
の
心
を
添
え
て
、

今
日
も
人
か
ら
人
へ

和
み
と
癒
や
し
の
時
間
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

西
尾
茶
の
歴
史
と
発
展

未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
る

「
西
尾
の
抹
茶
」

1

地理的表示（GI）保護制度は、高い
品質と評価を獲得した地域の産品
を知的財産として保護する制度。
品質が保証された西尾市のブラン
ド商品として広く宣伝できます。

愛知県内初
のGI登録
First GI registration in
Aichi Prefecture

特産／西尾の抹茶

茶もみ体験
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Production of green tea in Nishio began in earnest in the Meiji 
Period. Since then, Nishio has grown into one of the foremost 
production regions of green tea in Japan. In 2009, Nishio green 
tea was certified as a Regional Brand by the Patent Office.
Cafés and restaurants where you can enjoy green tea are 
located through the city. Nishio also holds events such as tea 
ceremonies. Events such as tea ceremonies and tea-picking 
experiences are held for nursery schools, elementary schools, 
and junior high schools.
Today, green tea is popular even overseas. Green tea from 
Nishio is spreading throughout Japan and the rest of the world.

The spirit of Nishio is found in green tea,
a fusion of tradition and innovation
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穏
や
か
な
三
河
湾
に
面
し
た
西
尾
市

は
、
養
鰻
１
０
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を

誇
り
ま
す
。
矢
作
川
の
清
流
水
を
使
用

し
、
限
り
な
く
天
然
に
近
い
環
境
で
う

な
ぎ
を
養
殖
。
平
成
19（
２
０
０
７
）

年
に「
一
色
産
う
な
ぎ
」が
地
域
ブ
ラ
ン

ド
に
認
定
さ
れ
、
そ
の
名
を
全
国
に
と

ど
ろ
か
せ
て
い
ま
す
。

　

水
産
業
で
は
他
に
、
あ
さ
り
の
採
取

や
の
り
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
大
粒
で
身
の
詰
ま
り
が
よ
い
あ

さ
り
は
大
人
気
。
パ
リ
ッ
と
香
ば
し
く

Tatsunoko Road Project
Umami Road

海と大地の恵み。
西尾産の逸品が
勢ぞろい
思わず「うまい」とうなるもの、
心の底から美しいと感じるもの。
西尾の風土と人々の努力のたまものです。

西尾、半田、碧南、常滑の4市
は、古くから醸造業が盛んな地
域です。今、その４市が連携し
て醸造文化を活用した新しい
観光戦略に取り組ん
でいます。酒、みそ、
しょうゆ、みりん、酢
が持つ「うま味」や和
食の魅力を探る旅が
楽しめます。

竜の子街道プロジェクト
～UMAMI  ROAD～

年間約2,460万本の生産
量は全国トップクラス。母
の日を迎える4月下旬か
ら5月上旬の2週間は、1日
平均約20万本が選花・出
荷されます。

カーネーション
Carnations

天然の河川の水を使用する一色町の養鰻。うなぎにか
かるストレスが少なく、良質な脂と柔らかい皮のうなぎ
に成長します。

一色産うなぎ
Isshiki eel

ト

1特産／逸品・名品

全
て
が
良
質
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド

市の花に指定されている
バラ。花の大きさや形、
色、香りはバリエーション
豊富で、多彩な品種が栽
培されています。

バラ
Roses
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味
わ
い
深
い「
三
河
一
色
え
び
せ
ん
べ

い
」も
西
尾
市
が
誇
る
逸
品
で
す
。

　

西
尾
市
は
、
年
間
を
通
じ
て
比
較
的

温
暖
で
、
夏
に
雨
が
多
く
、
冬
は
ほ
と

ん
ど
降
雪
が
あ
り
ま
せ
ん
。
恵
ま
れ
た

気
候
と
環
境
の
下
、
古
く
か
ら
農
業
が

営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
イ
チ
ゴ

や
イ
チ
ジ
ク
な
ど
の
果
物
、
キ
ュ
ウ
リ

や
ト
マ
ト
な
ど
の
施
設
野
菜
、
米
・
麦
・

大
豆
の
水
田
作
物
な
ど
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
園
芸
も
盛
ん
で

す
。
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
バ
ラ
な
ど
の

花
き
、
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
鉢
物
な
ど
、
四
季
折
々
に
多
種
多
様

な
農
作
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

Abundant sea food such as eel from the Isshiki District, 
which accounts for 20% of eel production in Japan, and 
Mikawa Isshiki Shrimp Crackers, which use akashi shrimp 
from Mikawa Bay. Blessings from the earth include the 
traditional industries of roses and carnations, potted 
plants and floriculture, and prefecture-leading amounts of 
strawberries, cucumbers, etc.
The city of Nishio produces a wide variety of products. 
Perhaps things which you eat and use during your daily 
life were actually produced in Nishio?

Blessings of the sea and land
A bounty of exquisite flavor
produced in Nishio

全国屈指の収穫量で、粒
の大きさとうま味は最上
級。潮干狩りの時期には、
多くの家族連れなどが干
潟を埋め尽くします。

あさり
Clams

西尾市やその近隣で栽培
されるキュウリは「三河み
どり」のブランド名で親しま
れています。近年は、ICT
ツールを活用した技術の
向上に力を入れています。

キュウリ
Cucumbers

西尾市を含む西三河地区
は県内生産量の50%以上
を占めています。市や県、
JAグループによる「いちじ
くスクール」で新規就農を
支援しています。

イチジク
Figs

ケーキ用として使われる
クリスマスの時期に多く
収穫できるよう、促成栽
培が行われています。品
質が高く、県内トップの出
荷量を誇ります。

イチゴ
Strawberries

明治時代、三河湾で捕れるアカシエビを主原料に、練り物
業者が製法を開発したといわれる三河一色えびせんべ
い。平成30（2018）年に地域ブランドに認定されました。

三河一色えびせんべい
Mikawa Isshiki shrimp crackers
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西
尾
市
岩
瀬
文
庫
は
、
明
治
41（
１

９
０
８
）年
５
月
６
日
に
実
業
家
・
岩

瀬
弥
助
が「
地
域
文
化
の
向
上
と
古
い

書
物
の
継
承
」を
願
い
、
独
力
で
設
立

し
た
私
立
図
書
館
が
始
ま
り
で
す
。
戦

後
に
西
尾
市
の
施
設
と
な
り
、
平
成
15

（
２
０
０
３
）年
に
日
本
初
の「
古
書

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
平
成
19（
２
０
０
７
）年
に
登
録
博

物
館
と
な
り
、
平
成
30（
２
０
１
８
）年

５
月
６
日
に
創
立
１
１
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　

岩
瀬
文
庫
は
重
要
文
化
財
を
含
む

古
典
籍
か
ら
近
代
の
実
用
書
ま
で
、
幅

広
い
分
野
と
時
代
の
蔵
書
８
万
冊
余
り

を
保
存
・
公
開
す
る「
知
の
集
積
」で

す
。
閲
覧
室
で
は
本
物
の
古
書
の
手
触

り
や
絵
の
細
や
か
さ
を
体
感
で
き
、
そ

の
本
が
重
ね
て
き
た
長
い
歴
史
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
常
設
展
示
や
企
画
展
示
、

講
座
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
、
書
物

の
文
化
や
古
書
の
面
白
さ
を
知
り
、
本

そ
の
も
の
に
親
し
む
機
会
を
多
く
作
り

出
し
て
い
ま
す
。

　

幾
多
の
変
遷
を
遂
げ
、
西
尾
市
の
文

化
拠
点
に
な
っ
た
岩
瀬
文
庫
は
、
市
民

と
と
も
に
歩
み
、
市
民
に
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
岩
瀬
弥
助
の

願
い
を
引
き
継
い
で
い
る
の
が
岩
瀬
文

庫
の
学
芸
員
で
す
。
資
料
を「
伝
え
る
」

「
生
か
す
」と
い
う
理
念
を
柱
に
、
本
を

守
り
な
が
ら
文
庫
の
魅
力
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

　

本
を
愛
す
る
実
業
家
岩
瀬
弥
助
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
岩
瀬
文
庫
は
西
尾

市
の
宝
。
１
０
０
年
以
上
の
時
を
経
た

今
も
設
立
当
初
と
同
じ
場
所
で
、
本
の

魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

慶
応
３（
１
８
６
７
）年
生
ま
れ
。西
三
河

を
代
表
す
る
実
業
家
。学
校
建
設
や
慈
善

活
動
に
多
額
の
寄
付
を
行
う
な
ど
、西
尾

の
教
育
や
福
祉
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

日本の豊かな書物文化との出会いの場であ
りたいという希望が込められた施設。赤煉瓦
の旧書庫は国の登録有形文化財に指定さ
れ、年に一度、にしお本まつりで内部を特別
公開しています。

紙
の
手
触
り
、香
り
、め
く
る
音
。

感
性
を
刺
激
す
る

古
書
と
の
出
会
い
が
待
っ
て
い
る

８
万
冊
余
り
の
蔵
書
を
所
蔵
す
る
岩
瀬
文
庫
は
、

西
尾
が
誇
る
古
書
の
宝
庫
で
す
。

知
識
や
知
恵
と
い
っ
た
財
産
を
後
世
へ
と
伝
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
豊
か
な

書
物
文
化
と
出
会
う

知
の
集
積「
岩
瀬
文
庫
」

弥
助
の
思
い
を
引
き
継
ぎ

西
尾
市
の
宝
を
未
来
へ

2

岩
瀬
弥
助

歴史・文化／岩瀬文庫

西尾市岩瀬文庫
Nishio Iwase Bunko Library

岩瀬文庫ボランティアには、幅広
い年代の市民が登録。蔵書保存か
らイベントの運営まで幅広く活動
し、岩瀬文庫の発展に力を発揮し
ています。

多世代が活躍する
岩瀬文庫ボランティア
People of all ages volunteer at
the Iwase Bunko Library
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ボランティアをはじめ多くの方が運
営の中心を担う手作りのイベント。
本がテーマの講演会や講座の他、古
本市、リサイクル市、本の修理など、
本尽くしの催しを目当てに、毎年多く
の人が訪れます。

Yasuke Iwase, one of the most prominent businesspeople from Nishi-Mikawa, 
took it upon himself to establish a private library (currently Iwase Bunko Library) 
in 1908 in order to enhance regional culture and to ensure the continued 
protection of ancient literature. After World War Two, the library became a city 
institution. In 2003, it was reopened as Japan’s first “museum of ancient 
literature.” The library celebrated its 100th anniversary in 2008.
The collection of more than 80,000 ancient books is open to viewing by the 
general public.
Nishio is called “Nishio: The City of Book” due to how it holds events such as 
the annual Nishio Book Festival, a rare event throughout all of Japan.

The texture and aroma of paper; the sound of turning pages.
A stimulating encounter with ancient texts awaits

にしお本まつり
Nisho Book Festival
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郷
土
に
刻
ま
れ
た

先
人
の
足
跡
に
思
い
を
は
せ
る

高
家
吉
良
家
に
よ
る
善
政
が
敷
か
れ
た
西
尾
の
歴
史
。

名
君
だ
っ
た
吉
良
上
野
介
義
央
の
治
世
は

ま
ち
づ
く
り
の
礎
を
築
き
ま
し
た
。

寛永18（1641）年生まれ。穏やかな表
情の木像は、義央50歳の時の姿といわ
れています。華蔵寺蔵。

吉良上野介義央
Kira Kozuke-no-Suke Yoshihisa

吉良家の菩提寺。12月14日に
義央の毎歳忌法要が行われま
す。境内には吉良家歴代の墓所
があります。

華蔵寺
Kezoji Temple

義央が洪水から領地を守るために築
堤。堤防のおかげで秋には黄金色の豊
かな実りが約束されたことから「黄金
堤」と呼ばれています。春には見事な桜
並木が堤を彩ります。

黄金堤
Kogane-zutsumi

2

　
「
忠
臣
蔵
」で
は
、悪
役
と
し
て
描
か

れ
る
こ
と
が
多
い
義
央
。し
か
し
、実
際

に
は
悪
役
ぶ
り
を
示
す
資
料
は
残
っ
て

い
な
い
ど
こ
ろ
か
、領
地
の
水
田
開
発
や

治
水
な
ど
数
々
の
善
政
を
行
っ
た
名
君

と
し
て
、「
吉
良
さ
ん
」と
親
し
み
を
込

め
て
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

義
央
の
功
績
の
一
つ
と
し
て
名
高
い

の
が
黄
金
堤
の
築
堤
で
す
。度
重
な
る

水
害
を
防
ぐ
た
め
、貞
亨
３（
１
６
８ 

６
）年
に
義
央
の
指
揮
の
下
建
設
さ
れ

ま
し
た
。工
事
に
は
、領
民
が
こ
ぞ
っ
て

参
加
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

赤
毛
の
農
耕
馬
に
乗
っ
て
領
地
を
巡
回

し
、領
民
た
ち
と
気
楽
に
言
葉
を
交
わ

し
た
と
伝
わ
る
な
ど
、義
央
は
領
民
に

慕
わ
れ
た

愛
郷
心
あ

ふ
れ
る
名

君
だ
っ
た

の
で
す
。

領
民
に
慕
わ
れ
た

名
君「
吉
良
さ
ん
」

歴史・文化／文化財

こ
う
け

きらこうずけのすけよしひさ
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西
尾
市
の
吉
良
・
幡
豆
地
区
を
治
め

て
い
た
の
が
吉
良
家
で
す
。
関
ヶ
原
の

戦
い
後
、
江
戸
に
幕
府
を
開
い
た
徳
川

家
康
は
、
叔
母
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
俊

継
尼
の
子
・
吉
良
義
定
を
旗
本
に
取
り

立
て
ま
し
た
。
義
定
の
子
・
義
弥
以
降
、

義
冬
・
義
央
の
３
代
が
幕
府
と
朝
廷
を

結
ぶ
要
職「
高
家
」を
務
め
ま
し
た
。
こ

の
義
央
こ
そ
が『
元
禄
事
件
』で
有
名

な
吉
良
上
野
介
で
す
。
５
代
将
軍
綱
吉

か
ら「
義
央
公
が
勤
を
見
習
う
べ
し
」

と
言
わ
れ
、
周
囲
の
信
望
が
厚
か
っ
た

義
央
。
高
家
の
中
で
も
筆
頭
格
の
地
位

に
あ
り
、
領
地
の
新
田
開
発
や
治
水
な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、
西
尾
藩
六
万
石
の
城
下

町
の
中
心
で
あ
っ
た
西
尾
城
は
、
承
久

３（
１
２
２
１
）年
に
起
き
た
承
久
の
乱

の
戦
功
に
よ
っ
て
足
利
義
氏
が
築
城
し

た
西
条
城
が
前
身
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

西
尾
市
歴
史
公
園
は
、
そ
の
城
郭
を
生

か
し
た
公
園
で
、
復
元
さ
れ
た
本
丸
丑

寅
櫓
や
京
都
か
ら
移
築
さ
れ
た
旧
近
衛

邸
な
ど
、
日
本
の
伝
統
技
術
を
生
か
し

た
建
造
物
や
庭
園
を
一
堂
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
市
内
に
は
他
に
も
貴
重

な
寺
社
仏
閣
や
文
化
財
が
点
在
し
、
そ

の
全
て
に
先
人
た
ち
の
た
ど
っ
た
歴
史

や
思
い
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

Reflecting on the achievements of
predecessors engraved in hometown history

鎌倉時代に建立された県下で最古の木造建築物
で国宝に指定されています。源頼朝が三河国守護
の安達盛長に命じて造らせた三河七御堂の一つ
と伝えられています。内部には阿弥陀三尊像が安
置され、毎年5月に一般公開されています。

金蓮寺弥陀堂
Konrenji Temple Midado

江戸時代後期、島津斉彬の姫が京都の公家・近衛家に
嫁いだことが縁で、島津家によって建てられた茶室と
書院。平成7（1995）年に西尾市歴史公園内に移築さ
れました。

旧近衛邸
Former Konoe House

吉
良
家
３
代
が
治
め
た
ま
ち

六
万
石
の
栄
華
を
残
す

西
尾
城
下
町

西尾城は天守が本丸ではなく二の丸にあることが特
徴。本丸丑寅櫓は、本丸の丑寅（北東）の隅に建てられ
た櫓。場内の隅櫓のうち一番高い建物で、三層・高さ
約10mあります。

本丸丑寅櫓
Honmaru Ushitora Yagura

し
ゅ
ん

け
い
に

よ
し
み
つ

よ
し
ふ
ゆ

うしとらやぐら

Yoshihisa Kira, was a feudal lord who ruled over Nishio's 
Kira and Hazu areas during the Edo Period. He was 
appointed as kouke (master of ceremony), a key position 
connecting the Imperial Court and the shogunate. He took 
the court title of Kozuke-no-Suke and is famous for his 
involvement in the famous incident of 1703. Yoshihisa is 
beloved in Nishio as a virtuous ruler who conducted good 
government.
Historical sites can be found throughout the city of 
Nishio̶for example, Nishio City History Park, which 
features the citadel from Nisho Castle, which was valued 
at 60,000 koku (a koku is equal to 150 kilograms of rice). 
The city also boasts many precious temples and shrines. 
The history and ideas experienced by our predecessors 
are deeply engraved into all of these historical attractions.
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夜
空
に
灯
る
郷
土
の
誇
り
は

人
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、受
け
継
が
れ
る

約
４
５
０
年
も
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た

迫
力
満
点
の
大
提
灯
で

西
尾
の
夏
の
夜
は
幻
想
的
な
世
界
に
包
ま
れ
ま
す
。

3祭り・イベント／三河一色大提灯まつり
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The Mikawa Isshiki Lantern Festival is said to have started when 
villagers offered a sacred sword to the village shrine, started a 
bonfire, and prayed for the expulsion of sea monsters that wrecked 
their farming fields and threatened human life.
An enormous amount of labor is required to prepare for the festival. 
The sight of people manually hanging the twelve largest lanterns̶5.6 
meters in diameter and 10 meters in length̶conveys the reverence 
towards the festival and our ancestors.

Hometown pride illuminates the evening sky
̶A beloved tradition carried on by locals

で
す
。
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
に
は
、

提
灯
の
規
模
な
ど
を
理
由
に
、
６
組
12

張
の
大
提
灯
と
柱
組
み
一
式
が
愛
知
県

の
民
俗
資
料
（
有
形
民
俗
）
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
三
河
一
色
大
提
灯
ま
つ
り
」
は
、

猛
暑
の
中
、
大
提
灯
が
揚
が
る
ま
で
の

工
程
を
多
く
の
人
が
支
え
て
い
ま
す
。

祭
り
当
日
の
昼
、
20
メ
ー
ト
ル
近
く
あ

る
柱
に
、
屋
根
形
の
覆
を
氏
子
が
万

力
を
使
っ
て
つ
り
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
、

万
力
や
ロ
ー
プ
で
各
組
２
張
ず
つ
大
提

灯
を
ゆ
っ
く
り
と
引
き
揚
げ
ま
す
。
提

灯
は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
大
き
く
な

り
、
現
在
で
は
、
全
長
６
〜
10
メ
ー
ト

ル
の
大
提
灯
に
。
長
さ
１
・
２
メ
ー
ト

ル
、
重
さ
80
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
る
ろ

う
そ
く
が
御
神
火
で
献
灯
さ
れ
た
後
、

大
提
灯
の
中
に
つ
る
さ
れ
る
火
入
れ
式

で
、
祭
り
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　
「
三
河
一
色
大
提
灯
ま
つ
り
」
に
は
、

地
元
に
息
づ
く
古
式
ゆ
か
し
い
文
化
を

守
り
、
後
世
へ
残
そ
う
と
す
る
人
の
姿

が
あ
り
ま
す
。
時
代
は
移
り
変
わ
っ
て

も
、
郷
土
の
誇
り
は
守
ら
れ
、
歳
月
を

重
ね
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

　

西
尾
の
夏
の
風
物
詩
「
三
河
一
色
大

提
灯
ま
つ
り
」
は
、
約
４
５
０
年
の
歴

史
を
誇
る
、
由
緒
あ
る
祭
り
で
す
。
和

紙
で
作
ら
れ
た
６
組
12
張
の
大
提
灯
に

は
、
日
本
の
歴
史
を
題
材
と
し
た
絵
巻

物
と
文
字
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
、
そ

の
壮
大
さ
と
華
や
か
さ
は
見
る
者
を
圧

倒
し
ま
す
。
か
つ
て
海
の
魔
物
を
鎮
め

る
た
め
に
焚
か
れ
た
か
が
り
火
が
起
源

と
い
わ
れ
、
安
政
年
間
（
１
８
５
５
〜

１
８
６
０
）
に
は
す
で
に
３
メ
ー
ト
ル
を

超
す
大
提
灯
が
掲
揚
さ
れ
て
い
た
よ
う

海
魔
を
払
う
か
が
り
火
か
ら

闇
夜
に
輝
く
大
提
灯
へ

祭
り
に
欠
か
せ
な
い

人
の
力

し
ず

た

13



人
が
集
い
、祝
い
、

祈
る
。

祭
り
に
は

心
を
一
つ
に
す
る

力
が
あ
る

古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
祭
事
や

盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
。

西
尾
市
で
は
四
季
折
々
に
、

心
と
心
を
つ
な
ぐ
行
事
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

3

てんてこ祭

田貫の棒の手

棉祖祭

西尾六万石桜まつり

1200年の歴史と伝統を誇る天下の奇祭
で、国の重要無形民俗文化財に指定され
ています。高さ5メートル、重さ2トンの巨
大なたいまつ「すずみ」2基の中に納めら
れた神木と十二縄を競って取り出し、その
年の天候などを占います。

鳥羽の火祭り
Toba Fire Festival 月

祭り・イベント／年間祭時記

米津の川まつり

3～4
月

1月

8月

10月

10月

新年の訪れを祝福する民俗芸能。
現在、西野町小学校の「御殿万歳
クラブ」が、新春の舞披露をはじめ
とした公演活動をするなど伝承し
ています。

子どもたちが伝承する
三河万歳
［国の重要無形民俗文化財に指定］
Children inherit the tradition of
Mikawa Manzai
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移
り
変
わ
る
時
代
の
中
で
織
り
な
さ

れ
て
き
た
西
尾
市
の
祭
り
や
イ
ベ
ン

ト
。
五
穀
豊
穣
や
無
病
息
災
を
祈
る
神

事
、
城
下
町
な
ら
で
は
の
祭
礼
の
他
、

ま
ち
を
挙
げ
て
の
イ
ベ
ン
ト
が
一
年
を

通
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
く
か

ら
地
域
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
、
風

情
や
美
し
さ
を
堪
能
す
る
も
の
な
ど
、

人
々
の
心
と
心
を
つ
な
ぎ
、
西
尾
の
地

で
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
た
と
え
世
代

が
変
わ
っ
て
も
、
伝
統
の
中
に
今
を
取

り
入
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

伝
統
と
今
が
交
差
す
る

西
尾
市
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
トEvents can be enjoyed from a wide variety of 

perspectives, from the history of the event to the 
wishes conveyed by the event. Once you experience 
the exciting events throughout the year, you are sure 
to fall in love with the city of Nishio.

People gather to makes wishes
and offer prayers.
Festivals bring people together

貝吹のかぎ万燈

三河一色みなとまつり

吉良花火大会

年に一度ハワイになるまち、西尾市吉良町。吉良
ワイキキビーチが舞台となる夏の一大イベント
で、フラダンス発表会や、本場ハワイのダンス
ショーなどが開催されます。

ハワイアンフェスティバル
Hawaiian Festival

伊文神社の御神体を乗せたみこしが、市街を練り
歩いて、御劔（みつるぎ）八幡宮に渡御します。市
民ステージや「踊ろっ茶・西尾!!」など、さまざま
なイベントやパフォーマンスも行われます。

西尾祇園祭
Nishio Gion Festival

はずストーンカップチャレンジレース

月

月

5月

8月

8月

7月
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西
尾
市
は
、
自
動
車
産
業
か
ら
地
場

産
業
に
至
る
ま
で
県
内
有
数
の
も
の
づ

く
り
の
集
積
地
で
、
大
企
業
や
中
小
企

業
が
多
く
立
地
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

鋳
造
や
鍛
造
、
切
削
、
研
磨
な
ど
、
金

属
加
工
の
技
術
を
持
つ
長
寿
企
業
が
多

く
集
積
し
て
い
る
の
が
特
徴
。
ベ
テ
ラ

ン
か
ら
若
手
へ
と
、
熟
練
の
技
術
が
継

承
さ
れ
、
優
秀
な
人
材
が
育
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
実
績
は
数
字
に
も
表
れ
、
も

の
づ
く
り
に
対
す
る
底
力
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。
西
尾
市
の
製
造
品
出
荷
額
等

は
県
内
54
市
町
村
中
第
10
位
。
う
ち
輸

送
用
機
械
は
県
内
54
市
町
村
中
第
４

4

未
来
へ
の
可
能
性
を

無
限
に
広
げ
る
底
力

産業／ものづくりDNA

ち
ゅ
う
ぞ
う

た
ん
ぞ
う

「見えない部品」を真面目につくり
続ける本物志向のものづくり集団
の呼称。企業と西尾市が一体と
なって「ものづくりのまち西尾」の
知名度向上を図っています。

ほんものづくり隊
Authentic Manufacturing Team
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位
で
、
愛
知
の
自
動
車
産
業
を
支
え
る

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す（
経

済
産
業
省「
平
成
26
年
工
業
統
計
調

査
」結
果
）。

　
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
西
尾
」の

を

握
っ
て
い
る
の
が
企
業
誘
致
で
す
。
初

期
投
資
費
用
を
抑
え
ら
れ
る
安
価
な

用
地
、
取
引
先
と
の
近
接
に
よ
る
納
期

短
縮
の
実
現
、
工
場
等
建
設
奨
励
金
な

ど
優
遇
制
度
の
充
実
が
企
業
か
ら
の
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。
西
尾
市
の
製
造

業
等
の
工
場
立
地
件
数
は
、
県
内
第
２

位
を
記
録（
経
済
産
業
省「
平
成
28
年

工
場
立
地
動
向
調
査
」結
果
）。「
西
尾

を
選
ぶ
」企
業
が
増
え
、「
も
の
づ
く
り

の
ま
ち
西
尾
」の
実
力
が
よ
り
確
か
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

The textile industry grew in conjunction with the 
growth of the spinning method known as “Gara 
Spinning.” The pig iron casting industry has changed 
with the trends of the time, from temple bells and iron 
pots to automotive components. These two industries 
formed the foundation of “the manufacturing city 
Nishio.”
Nishio is home to corporations in a wide range of 
industrial fields. The city provides opportunities to 
develop new products and meet new business 
partners. The future holds even greater possibilities 
and evolution for “the manufacturing city Nishio.”

Nishio continues to evolve
as a manufacturing city

明治時代、矢作川流域で「ガラ紡」と呼ばれる紡績技術
が盛んになりました。西尾では水力で糸巻車を回す舟
紡績が誕生し、世界中の工業生産を支える礎となりま
した。
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4

西
尾
の
産
業
を
支
え
る
の
は
、

技
と
思
い
が
宿
っ
た「
手
」

生
産
者
の「
手
」に
宿
る
熟
練
の
技
術
や
熱
い
思
い
は

西
尾
ブ
ラ
ン
ド
を
形
成
す
る
力
と
な
り
、

産
業
活
性
化
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

自
動
車
関
連
企
業
の
他
、生
産
用

機
械
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
、幅
広

い
業
種
の
企
業
が
立
地
。最
先
端

技
術
と
熟
練
の
技
を
継
承
す
る
優

秀
な
人
材
に
恵
ま
れ
、県
内
屈
指

の「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
西
尾
」を

支
え
て
い
ま
す
。

工 

業

温
暖
な
気
候
と
生
育
条
件
が
合
い
、

バ
ラ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、キ
ク
、

鉢
物
な
ど
の
花
き
栽
培
は
西
尾
市

の
特
色
あ
る
産
業
と
し
て
確
立
。栽

培
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、出
荷
の

段
階
に
お
い
て
も
一
つ
一
つ
品
質
を

管
理
し
、手
間
暇
か
け
て
市
場
へ
と

送
り
出
し
ま
す
。

花 

き

Floriculture

Industrial goods
産業／働く人

　
西
尾
市
の
活
力
を
生
み
出
す
産
業
に

お
い
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る

の
が「
手
」で
す
。
繊
細
で
卓
越
し
た
技

術
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
に
は
、
使

い
手
や
購
入
者
に
対
す
る
思
い
が
強
く

宿
っ
て
い
ま
す
。
高
い
品
質
は
西
尾
市

な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
広
く
支

持
さ
れ
、
日
本
有
数
の
生
産
量
を
誇
る

な
ど
実
績
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。

　
先
人
た
ち
の
唯
一
無
二
の
技
と
思
い
を

受
け
継
ぎ
な
が
ら
作
り
続
け
る
限
り
、

西
尾
市
の
産
業
は
発
展
し
続
け
ま
す
。

ま
ち
の
活
性
化
に

必
要
不
可
欠
な「
手
」
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“Hands-on craftsmanship” is the keyword behind how a wide variety of 
industries have thrived in Nishio city. Hands-on craftsmanship is required 
when creating industrial goods, growing agricultural crops, and providing 
goods to special customers. Through the hands-on craftsmanship of 
countless individuals, passion and ingenuity is imbued through detailed, 
advanced technology, agricultural crops, and customers. This craftsmanship 
and feeling has filled Nishio with vitality and activity.

Nishio’s industry is supported by craftsmanship
imbued with skill and passion

商
店
街
や
道
の
駅
な
ど
、こ
だ
わ

り
の
商
品
を
購
入
で
き
る
場
は
人

と
じ
か
に
ふ
れ
あ
え
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。商
品
一
つ
一
つ
に
込
め
ら

れ
た
技
や
思
い
を
多
く
の
人
に
届

け
て
い
ま
す
。 商 

業

矢
作
川
の
清
流
を
生
か
し
た
米
か
ら

作
ら
れ
る
酒
や
み
そ
、し
ょ
う
ゆ
、み

り
ん
、酢
な
ど
、西
尾
市
は
日
本
有
数

の
醸
造
地
。各
蔵
元
が
先
人
か
ら
受

け
継
い
で
き
た
匠
の
技
を
駆
使
し
て
、

豊
か
な
味
わ
い
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

醸 

造 「
西
尾
の
抹
茶
」を
は
じ
め
、イ
チ
ゴ
や

キ
ュ
ウ
リ
、米
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
農
作
物
を
栽
培
。病
害
虫
被
害

へ
の
対
応
、土
壌
の
乾
燥
対
策
や
除
草

作
業
、作
物
の
防
寒
対
策
な
ど
、良
質

な
も
の
を
作
る
た
め
に
、多
く
の
時
間

や
人
の
手
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

農 

業

Agriculture

Brew
ing

Com
m
erce
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ゆ
る
り
と

時
が
流
れ
る
佐
久
島
で

の
ん
び
り

ア
ー
ト
巡
り

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ

ア
ー
ト
の
島
・
佐
久
島
は
一
躍
有
名
に
。

昔
懐
か
し
い
風
景
の
中
に
た
た
ず
む
ア
ー
ト
は
、

都
会
の
喧
騒
か
ら
非
日
常
的
な
空
間
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

　

降
り
注
ぐ
陽
光
、
さ
ざ
な
み
の
や
さ

し
い
音
、
吹
き
抜
け
る
潮
風
。
三
河
湾

に
浮
か
ぶ
県
内
最
大
の
島
で
、
自
然
豊

か
で
ゆ
る
り
と
し
た
時
が
流
れ
る
佐
久

島
に
は
、
印
象
的
な
ア
ー
ト
作
品
が
点

在
し
て
い
ま
す
。 

中
に
は
雑
誌
や
ア
ニ

メ
に
登
場
し
た
も
の
も
あ
り
、
ア
ー
ト

の
島
と
し
て
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
13（
２
０
０
１
）年「
三
河
・
佐

久
島
ア
ー
ト
プ
ラ
ン
21
」を
策
定
し
、

ア
ー
ト
を
活
用
し
た
島
お
こ
し
が
打
ち

出
さ
れ
ま
し
た
。
島
の
持
つ
自
然
や
伝

統
と
、
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
佐

久
島
の
活
性
化
を
目
指
し
、島
民
と
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
行
政
が
協
働
し

て
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
島
の
伝
統
的
な
祭
り
と

組
み
合
わ
せ
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
、
島
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
観
光

客
が
交
流
で
き
る
仕
組
み
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

ア
ー
ト
と
融
合
し
た

注
目
の
島

5暮らし／佐久島アート

『イーストハウス』

け
ん
そ
う

「島を美しくつくる会」では、海岸の
清掃や花畑の整備の他、佐久島の
名物さつまいもを使った商品を開
発。島民が一丸となって、島の新た
な魅力づくりに取り組んでいます。

島民みんなで
島おこし
Residents work together to invigorate
their island
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佐
久
島
で
は
、
移
住
定
住
の
推
進
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
宿
泊
滞
在
型

の
農
業
体
験
施
設「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン
」を
離
島
で
初
め
て
整
備
。
島
暮
ら

し
を
満
喫
し
な
が
ら
農
業
が
体
験
で
き

る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島

外
の
小
・
中
学
生
を
受
け
入
れ
る「
し

お
か
ぜ
通
学
」で
は
、
少
人
数
学
級
の

恵
ま
れ
た
指
導
体
制
で
、
島
の
豊
か
な

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
島
の
人
々
と
の

交
流
な
ど
、
体
験
重
視
の
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
移
住
者
が
開
い
た
お
し
ゃ

れ
な
カ
フ
ェ
や
、
自
然
と
手
作
り
を
大

切
に
し
た
マ
ル
シ
ェ「
39
の
市
」を
目
当

て
に
訪
れ
る
人
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
筆
頭
に
、

多
彩
な
活
動
で
地
域
活
性
化
に
取
り
組

む
佐
久
島
。
の
ん
び
り
と
ア
ー
ト
巡
り

を
し
な
が
ら
、
佐
久
島
の
魅
力
と
活
力

を
体
感
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

1
9
9
6

2
0
0
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2
0
0
2
〜

2
0
0
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2
0
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2
0
0
5

2
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0
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2
0
0
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2
0
1
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2
0
1
1

2
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2
0
1
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2
0
1
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2
0
1
7

2
0
1
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見ているだけでなく、実際に
触れたり寝転んだりと、観光
客自身もアートの世界に入り
込めることが佐久島アートの
醍醐味です。

Known as the “Island of Art,” Sakushima Island is located in Mikawa 
Bay and is the largest island in Aichi Prefecture. Artworks are 
exhibited in various places throughout the island and can be viewed 
by the general public. Sakushima Island also holds numerous 
activities other than art. For example, the island’s elementary and 
junior high schools currently accept children from outside of Aichi 
Prefecture and the island is developing facilities for hands-on 
agricultural experience.

Enjoy a leisurely art tour on Sakushima Island,
a place where time moves a little slower

佐久島アート年鑑

ア
ー
ト
に
続
け
！

多
彩
な
活
動
で
島
お
こ
し

Sakushima Island Art Almanac

有
志
が「
島
を
美
し
く
つ
く

る
会
」を
設
立

「
祭
り
と
ア
ー
ト
に
出
会
う

島
」を
テ
ー
マ
に
、活
性
化
を

目
指
す「
三
河
・
佐
久
島

ア
ー
ト
プ
ラ
ン
21
」を
策
定

『
佐
久
島
空
家
計
画
／
大
葉
邸
』

『
宝
船
さ
ち
か
ぜ
』

『
ガ
リ
バ
ー
の
目
』

『
西
港
歓
迎
太
鼓
』

『
大
和
屋
観
音
』

『
ノ
ン
と
ビ
リ
ー
だ
』

『
海
神
さ
ま
』

『
む
か
し
む
か
し
』

『
お
ひ
る
ね
ハ
ウ
ス
』（
２
０

１
３
再
制
作
）

『
カ
モ
メ
の
駐
車
場
』

『
佐
久
島
の
お
庭
』

『
ア
イ
ル
リ
ン
ド
in
佐
久
島
』

『
空
の
水
│
山
』

『
す
わ
る
と
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

ア
ー
ト
の
力
を
使
っ
て「
佐

久
島
弘
法
巡
り
」を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン

『
佐
久
島
歓
迎
地
福
開
円
満
』

『
イ
ー
ス
ト
ハ
ウ
ス
』（
２
０

１
８
一
部
再
設
計
・
再
制
作
）

『
西
港
渡
船
場
待
合
室
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
』

『
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
ウ
ェ

ル
カ
ム
ス
ペ
ー
ス
』

『
佐
久
島
の
秘
密
基
地
／
ア

ポ
ロ
』

『
北
の
リ
ボ
ン
』

『
ひ
だ
ま
り
庵
』

『
星
を
想
う
場
所
』

『
知
識
の
蜂
の
巣
』

『
す
ぐ
そ
こ
の
、向
こ
う
側
』

『カモメの駐車場』『おひるねハウス』

さ
く
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Filled with places enjoyable for families.

愛知こどもの国は「あさひが丘」と「ゆうひが丘」の2つの山からなる、自然を生
かした大規模な児童総合遊園。100万平方メートルの広大な敷地の中には、
本物の蒸気機関車やゴーカート、全長約100メートルのローラーすべり台な
ど、遊び場が充実しています。平成29（2017）年にオープンした岡ノ山遊ぼっ
茶広場は、芝生や遊具、バーベキュー場など、時間を忘れて楽しめる設備が
整っています。

親子で楽しめる場所がいっぱい

Beautiful scenery that can’t be seen
anywhere else.

三ヶ根山スカイラインは、沿道を
スイセンやアジサイなど四季折々
の花が彩るドライブウエー。冬の
夜には、眼下に広がる夜景と星
がきらめく夜空、カラフルなイル
ミネーションの幻想的なコラボ
レーションを楽しめます。

西尾市ならではの絶景

広
い
土
地
に

こ
だ
わ
り
の

マ
イ
ホ
ー
ム
を
！

愛知こどもの国岡ノ山遊ぼっ茶広場

三ヶ根山スカイライン

5

A unique home on spacious land.

西尾市の地価は近隣市町の
中で安価といわれています。
広い土地にこだわりが詰まっ
たマイホームを建てるという
夢を後押しします。

暮らし／住みよさ

遊びたい
訪れたい

暮らしたいまち
西尾

まちと自然が共存し、
親子で楽しめる場所があり、
こだわりの過ごし方ができる。

西尾市には住みよさの魅力があふれています。
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Blessed with harmony between city and nature and 
filled with places which are enjoyable for families, Nishio 
offers a special experience for all. Nishio overflows with 
the appeal of a comfortable living environment.

ア
ク
テ
ィ
ブ
に

楽
し
む
の
も
良
し

の
ん
び
り
と

過
ご
す
の
も
良
し

楽
し
み
方
は
十
人
十
色
！

Nishio̶a city for those who enjoy leisure,
tourism, and a good life

名鉄2線、国道2線が市内を走る西尾市は、名古
屋市まで約45分。また、豊かな自然に囲まれ、商
業施設や病院、遊び
場など暮らしに必
要な施設が充実し
ています。まちと自
然が共存し、多様な
暮らしを選択でき
るまちとして、人気
が高まっています。

まちと自然がある
ほどよい田舎の
人気、急上昇中

Nishio is also the perfect place to raise children!
The city has a rich environment that will satisfy both children and adults.

西尾市は子育て世帯を応援しています。公園など遊び場の整備は
もちろん、子どもが生まれた家庭に祝い金を支給する独自の制度
を設けるなど、安心して子育てができる環境が整っています。

子育てに最適！
子どもも
大人も満足する
充実した環境

Full lineup of Nishio’s specialty goods

道の駅にしお岡ノ山は、国道23
号岡崎バイパスにある休憩施
設。「西尾の抹茶」を使った商品
や新鮮な野菜など、西尾市の魅
力ある特産品が勢ぞろいです。

西尾の特産品が
勢ぞろい

Rapid increase in country living that is the perfect blend of
urban and nature.

吉良温泉

道の駅にしお岡ノ山

スタンドアップパドルボード

青い海で楽しむマリンスポーツ、心身共
に癒やされる温泉、城下町を歩いて歴史
探訪、自然とふれあいながらハイキング。
多彩な魅力あふれる西尾市の楽しみ方
はあなた次第です。

Nishio is the perfect place for an active day or
a relaxing day.
Enjoy your time in your own special way!
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 西 尾 の ま ち づ く り
誰もが暮らしやすいまちを目指して歩むためには、まちづくりの指針となるべき設計図が必要です。
西尾市では、第7次西尾市総合計画後期計画で「自然と文化と人々がとけあい 心豊かに暮らせるまち 西尾」を
目指すべき将来都市像に掲げ、まちづくりを進めています。

Future Blueprint
Town Planning in Nishio

新たな産業の創出や農漁業、商工
業、観光などを有機的に連携する
ことで、さらなる活性化が見込まれ
ます。この恵まれた地域資源を有
効に活用し、市民が健康で文化的
に生活できるよう、活力と魅力があ
ふれる産業づくりを進めています。

自然と文化の観光交流圏づくり

特産品開発と地域ブランド化

魅力ある商業の展開

農業・漁業の振興

企業誘致と新産業の振興

道路ネットワークの構築や公共交
通の安定確保に努めています。ま
た、中心市街地の活性化や地域特
性を生かした住環境整備を進める
とともに災害に強い都市施設を整
備し、利便性と快適性を高める基
盤づくりに取り組んでいます。

幹線道路網の整備

安全で災害に強いまちづくり

利便性の高い
公共交通ネットワークの形成

快適で魅力ある市街地の整備

上下水道の整備

子どもを生み育てやすい環境を整
え、子どもたちの確かな学力と豊
かな人間性の育成に取り組んでい
ます。また、歴史・文化を継承しつ
つ、魅力ある生涯学習を展開し、
地域を支える文化と人を育む環境
づくりに努めています。

子育て支援体制の充実

生きる力を養う学校教育の充実

生涯学習の推進と歴史文化の継承

みんなが元気になるスポーツの振興

地域で取り組む青少年の健全育成

産業振興
Invigorating industry

子育て・教育・文化・スポーツ
Child-raising, education, culture & sports

社会基盤
Social infrastructure
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未 来 設 計 図  第 7 次 西 尾 市 総 合 計 画

地域の医療体制を整えるとともに、
一人一人の健康意識を高めながら
健康づくりを推進します。また、高
齢者や障害者（児）を支えるネット
ワークや支援体制を構築し、安心
して暮らせるための健康・福祉のま
ちづくりに取り組んでいます。

安心を支える地域医療体制の構築

健康づくり

高齢者が安心して暮らせる
福祉の充実

障害者（児）の自立を支える
福祉の充実

安心のための社会保障

自然環境を保全するための緑化推
進や地球温暖化防止対策に取り組
んでいます。また、消防や防犯、交
通安全などの意識向上に向けた地
域ぐるみの活動の推進や関係施設
の整備、安全とうるおいのある環
境づくりを進めています。

市民が憩う公園・緑地の整備

自然とともにある
ライフスタイルの推進

河川・海岸の総合的な観光整備

地球環境保全活動の推進

地域ぐるみの
防災・防犯活動の推進

健全な行財政運営の確立や便利で
身近な市民サービスの充実に取り
組んでいます。また、市民活動を推
進するとともに、市民の声を聴き、
積極的に行政情報を公開するなど、
市民と行政が共に考え、行動するま
ちづくりを行っています。

市民と行政の
協働のまちづくりの推進

市民と行政の情報共有と
情報公開の推進

活発なコミュニティ活動の推進

身近で便利な市民サービスの充実

効率的で健全な行財政運営の確立

健康・福祉
Health & social welfare

自然環境・生活
Natural environment & lifestyle

市民・行政
Residents & government
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12
月 

西
尾
市
市
制
施
行（
県
下
で
14
番

目
）

８
月 

幡
豆
郡
平
坂
町
、
寺
津
町
、
福
地

村
、
室
場
村
を
合
併

１
月 

幡
豆
郡
三
和
村
を
合
併

４
月 

碧
海
郡
明
治
村
の
う
ち
、
米
津
、
南

中
根
を
合
併

５
月 

西
尾
市
消
防
本
部
が
設
置
さ
れ
、
同

時
に
西
尾
市
消
防
団
連
合
会
結
成

６
月 

金
蓮
寺
弥
陀
堂
が
国
宝
に
指
定

11
月 

米
津
橋
完
成

９
月 

伊
勢
湾
台
風
襲
来
、
被
害
総
額
約

１
０
０
億
円

７
月 

第
１
回
西
尾
ま
つ
り（
現
西
尾
祇
園

祭
）開
催

12
月 

公
明
選
挙
都
市
宣
言（
全
国
で
２

番
目
）

３
月 

工
場
誘
致
第
１
号
の
東
洋
タ
イ
ヤ

コ
ー
ド（
現
東
レ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

コ
ー
ド
）操
業
開
始

２
月 

小
説
家
尾
﨑
士
郎
逝
去

９
月 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
西
尾

隊
結
成

11
月 

市
体
育
館
・
市
民
会
館
完
成

１
月 

西
尾
市
外
三
町
衛
生
組
合
発
足

３
月 

第
１
回
一
色
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

２
月 

三
ヶ
根
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
完
成

８
月 

寺
津
町
枯
木
宮
貝
塚
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
る

５
月 

青
年
の
家
・
働
く
婦
人
の
家（
現
中
央

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）開
館

４
月 
西
三
河
南
部
水
道
企
業
団
発
足

７
月 
西
尾
幡
豆
広
域
市
町
村
圏
ス
タ
ー
ト

10
月 

愛
知
こ
ど
も
の
国
開
園

11
月 

皇
太
子
ご
夫
妻（
現
天
皇
、
皇
后
両

陛
下
）が
愛
知
こ
ど
も
の
国
を
視
察

NISHIO

昭
和
28（
1
9
5
3
）年

昭
和
29（
1
9
5
4
）年

昭
和
30（
1
9
5
5
）年

昭
和
32（
1
9
5
7
）年

昭
和
34（
1
9
5
9
）年

昭
和
36（
1
9
6
1
）年

昭
和
37（
1
9
6
2
）年

昭
和
38（
1
9
6
3
）年

昭
和
46（
1
9
7
1
）年

昭
和
47（
1
9
7
2
）年

昭
和
49（
1
9
7
4
）年

昭
和
50（
1
9
7
5
）年

平
成
元（
1
9
8
9
）年

平
成
2（
1
9
9
0
）年

昭
和
52（
1
9
7
7
）年

昭
和
53（
1
9
7
8
）年

昭
和
55（
1
9
8
0
）年

昭
和
57（
1
9
8
2
）年

昭
和
58（
1
9
8
3
）年

昭
和
59（
1
9
8
4
）年

昭
和
60（
1
9
8
5
）年

昭
和
61（
1
9
8
6
）年

昭
和
62（
1
9
8
7
）年

昭
和
39（
1
9
6
4
）年

昭
和
40（
1
9
6
5
）年

昭
和
41（
1
9
6
6
）年

昭
和
43（
1
9
6
8
）年

中
根
を
合
併

５
月
西
尾
市
消
防
本
部
が
設
置
さ
れ
、
同

時
に
西
尾
市
消
防
団
連
合
会
結
成

１
月
西
尾
市
外
三
町
衛
生
組
合
発
足

３
月
第
１
回
一
色
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

昭
和
41（
1
9
6
6
）年

３
月 

西
尾
市
憩
の
農
園
開
園

８
月 

西
尾
市
資
料
館
完
成

７
月 

や
す
ら
ぎ
苑
完
成

12
月 

文
化
会
館
完
成

３
月 

稲
荷
山
茶
園
公
園
完
成

８
月 

西
尾
市
立
図
書
館
開
館

４
月 

一
色
〜
佐
久
島
間
に
初
の
高
速
船「
さ

ち
か
ぜ
」就
航

４
月 

西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー
開
館

３
月 

八
ツ
面
山
公
園
に
展
望
台
完
成

10
月 

新
消
防
庁
舎
完
成

５
月 

西
尾
幡
豆
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
全
線

開
通

５
月 

市
民
病
院
移
転
新
築
オ
ー
プ
ン

伊勢湾台風
襲来

一色マラソン
大会開催

昭
和
50（
1
9
7
5
）年

昭
和
52（
1
9
7
7
）年

昭
和
53（
1
9
7
8
）年

昭
和
55（
1
9
8
0
）年

昭
和
57（
1
9
8
2
）年

月
３
月
西
尾
市
憩
の
農
園
開
園

月
８
月
西
尾
市
資
料
館
完
成

月
７
月
や
す
ら
ぎ
苑
完
成

12
月月
文
化
会
館
完
成

月
３
月
稲
荷
山
茶
園
公
園
完
成

一色マラソン
大会開催

Nisho History
Newspaper
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河
ド
ラ
マ「
元
禄
繚
乱
」放
映

５
月 

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
開
館

12
月 

C
A
T
V
キ
ャ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の「
西
尾
・
幡
豆
チ
ャ
ン
ネ
ル
」開
局

４
月 
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
開
所

４
月 

西
尾
幡
豆
広
域
連
合
発
足

 

ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ブ
21
開
館

12
月 

尾
﨑
士
郎
記
念
館
開
館

４
月 

岩
瀬
文
庫
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

２
月 

鳥
羽
の
火
祭
り
が
国
の
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定

４
月 

名
鉄
三
河
線
碧
南
〜
吉
良
吉
田
間
廃

線
。
代
替
交
通
と
し
て「
ふ
れ
ん
ど

バ
ス
」が
運
行
開
始

５
月 

抹
茶
ス
イ
ー
ツ
甲
子
園（
現
抹
茶
ス

イ
ー
ツ
選
手
権
）開
催

７
月 

西
尾
市
出
身
の
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
岩

瀬
仁
紀
投
手
が
通
算
4
0
0
セ
ー

ブ
達
成

12
月 

第
2
回「
吉
良
サ
ミ
ッ
ト
」開
催

４
月 

塩
田
体
験
館「
吉
良
饗
庭
塩
の
里
」

開
館

８
月 

皇
太
子
さ
ま
が
岩
瀬
文
庫
に
来
館

10
月 

西
尾
市
機
能
別
消
防
団
設
置

３
月 

「
西
尾
の
抹
茶
」が
地
理
的
表
示（
Ｇ

I
）保
護
制
度
登
録

４
月 

デ
ン
ソ
ー
エ
ア
リ
ー
ビ
ー
ズ
と
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
締
結

 

岡
ノ
山
遊
ぼ
っ
茶
広
場
開
園

 

西
尾
市
民
げ
ん
き
プ
ラ
ザ
開
館

２
月 

「
三
河
一
色
え
び
せ
ん
べ
い
」が
地
域

ブ
ラ
ン
ド
認
定

NISHIO

平
成
３（
1
9
9
1
）年

平
成
5（
1
9
9
3
）年

平
成
8（
1
9
9
6
）年

平
成
７（
1
9
9
5
）年

平
成
18（
2
0
0
6
）年

平
成
19（
2
0
0
7
）年

平
成
20（
2
0
0
8
）年

平
成
21（
2
0
0
9
）年

平
成
22（
2
0
1
0
）年

平
成
23（
2
0
1
1
）年

平
成
24（
2
0
1
2
）年

平
成
25（
2
0
1
3
）年

平
成
26（
2
0
1
4
）年

平
成
27（
2
0
1
5
）年

平
成
28（
2
0
1
6
）年

平
成
29（
2
0
1
7
）年

平
成
30（
2
0
1
8
）年

平
成
９（
1
9
9
7
）年

平
成
11（
1
9
9
9
）年

平
成
12（
2
0
0
0
）年

平
成
13（
2
0
0
1
）年

平
成
15（
2
0
0
3
）年

平
成
14（
2
0
0
2
）年

平
成
16（
2
0
0
4
）年

平
成
1（
1
9
9
9
）年

河
ド
ラ
マ「
元
禄
繚
乱
」放
映

い

ふ
れ

い

里

館

２
月
「
三
河
一
色
え
び
せ
ん
べ
い
」が
地
域

ブ
ラ
ン
ド
認
定

平
成
30（
2
0
1
8
）年

１
月 

み
ど
り
川
で
四
九
朝
市
ス
タ
ー
ト

４
月 

西
尾
幡
豆
広
域
圏
組
合
発
足

４
月 

一
色
さ
か
な
広
場
開
館

10
月 
総
合
体
育
館
開
館

11
月 

吉
良
町
で
第
7
回
忠
臣
蔵
サ
ミ
ッ
ト

開
催

４
月 

西
尾
城
址
に
歴
史
公
園
完
成

 

市
立
看
護
専
門
学
校
開
校

５
月 

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館

３
月 

西
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

８
月 

第
１
回
は
ず
ス
ト
ー
ン
カ
ッ
プ
チ
ャ

レ
ン
ジ
レ
ー
ス
開
催

１
月 

忠
臣
蔵
を
題
材
に
し
た
N
H
K
大

西尾大茶会
開催

デンソー
エアリービーズと
協定締結

尾﨑士郎
記念館開館

８
月 

第
１
回
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
夕
べ（
現
ハ
ワ

イ
ア
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）開
催

10
月 

「
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
！
ま
ち
な
か
１
万

人
西
尾
大
茶
会
」開
催
、
世
界
記
録

達
成

12
月 

名
鉄
鎌
谷
駅
、
三
河
荻
原
駅
廃
止

10
月 

10
月
８
日
を「
お
も
て
な
し
の
日
」と

宣
言

11
月 

「
一
色
産
う
な
ぎ
」が
地
域
ブ
ラ
ン
ド

認
定

７
月 

市
役
所
新
庁
舎
完
成

２
月 

「
西
尾
の
抹
茶
」が
地
域
ブ
ラ
ン
ド
認
定

５
月 

第
1
回
三
河
一
色
う
な
ぎ
ま
つ
り

（
現
三
河
一
色
み
な
と
ま
つ
り
）開
催

10
月 

道
の
駅
に
し
お
岡
ノ
山
完
成

７
月 

休
日
診
療
所
開
設

８
月 

27
日
、
西
尾
市
・
幡
豆
郡
３
町
合
併

協
定
調
印
式

４
月 

１
日
、
西
尾
市
と
幡
豆
郡
一
色
町
、

吉
良
町
、
幡
豆
町
が
合
併

６
月 

市
内
人
口
が
17
万
人
突
破

12
月 

愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

で
過
去
最
高
位
の
５
位
入
賞

12
月 

山
形
県
米
沢
市
と「
友
好
都
市
」提
携
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天竹神社
（棉祖神&棉祖祭）

天竹神社
（棉祖神&棉祖祭）

白山公園

東条城跡

いきものふれあいの里
（センターゾーン）

いきものふれあいの里
（サブゾーン）

平原ゲンジボタルの里

203展望台
無の里休憩所無の里休憩所

花岳寺

尾崎士郎
記念館
尾﨑士郎
記念館

海蔵寺海蔵寺

西福寺
専長寺

真正寺

吉良歴史民俗資料館

幡豆歴史民俗
資料館

やまももの里やまももの里

殉国七士の墓

三ヶ根観音
（源平咲き分けの椿）

とうてい山古墳
安泰寺
（しだれ梅）

寺部城址

見影山穴弘法

寺部海水浴場 （かぼちゃ寺）
人生劇場碑

幡頭神社

恵比寿海水浴場

梶島

矢作古川

JR東
海
道
新
幹
線

広田川

沖島

前島

尾﨑士郎生誕地

伊文神社伊文神社
八ツ面公園

久麻久神社

古川緑地古川緑地

小島竜宮神社

上永良神明社
（神明社の大シイ）

長圓寺
（板倉家墓所）

東向寺
（今川義元の首塚）

室町神明社
（御櫃割）

瀬門神社（馬駈神事）

福泉寺
（尾﨑士郎の墓）

（吉良上野介義央の墓）

勝楽寺
（子安地蔵）

宝珠院
（七福神）

（鳥羽の火祭り）

（古墳公園）

今川氏発祥の地
（石碑）

円融寺
（清水一学の墓）

東本願寺御用瓦跡

南中根の大地蔵南中根の大地蔵

吉良支所

幡豆支所

西尾市役所

西尾口

桜町前

西尾

米津

幸田

三ヶ根

上横須賀

幸田須美IC

西尾東IC

小島江原IC

中原IC

藤井IC

安城西尾IC

吉良吉田
三河鳥羽 西幡豆

東幡豆

こどもの国

J
R
東
海
道
本
線

23

23

247

万灯山

華蔵寺 黄金堤

源徳寺
（吉良仁吉の墓）

金蓮寺

鳥羽神明社

三ヶ根山

愛知こどもの国

道の駅にしお岡ノ山

岡ノ山遊ぼっ茶広場

吉良温泉

三ヶ根山スカイライン

旧糟谷邸7

（シダレザクラ）

源空院1

平原の滝2

正法寺古墳4

宮崎海水浴場

吉良ワイキキビーチ5吉良饗庭塩の里6

妙善寺3

名鉄蒲郡線

2

3

4

1
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佐久島クラインガルテン

弁天サロン

おひるねハウス
大浦海水浴場

イーストハウス海釣りセンター

矢作川
北浜川

矢作古川

三河工芸
ガラス美術館

西尾市立図書館

本法寺
（亀姫の墓）

養林寺
（藤原藤房の墓）

若一神社（力石）

常福寺
（刈宿の大仏）

浄名寺
（円空仏）

養寿寺
（おかげん）

実相寺
（花まつり）

（棒の手）

中畑八幡社
（おまんと祭）

稲荷山茶園公園
（八十八夜行事）

（てんてこ祭）

修法寺
（銅造菩薩立像）

高倉神社
（大天狗＆天狗祭）

（三河一色大提灯まつり）
一色学びの館
（大提灯常設展示館）

紅樹院

尚古荘

伝想庵

御劔八幡宮

赤地蔵

赤羽別院親宣寺
赤羽別院山門

一色支所

福地

名
鉄
西
尾
線

247

247

41

潮干狩り

寺院

神社

海水浴場

観光地

主な施設

田貫神明社

旧近衛邸

西尾城跡

熱池八幡社

諏訪神社

三河一色さかな村

西尾市岩瀬文庫

西尾市歴史公園
本丸丑寅櫓

西尾市資料館

佐久島11

8

憩の農園・バラ園9

一色さかな広場10

西
尾
は

み
ん
な
に

自
慢
し
た
い

魅
力
の
宝
庫

ム
ゲ
ン
の
ミ
ラ
イ
が
広
が
る
西
尾
市
は
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い

魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

Nishio, a city with a limitless future, 
is bursting with appeal which we 
want to convey to even more people.

Nishio boast a treasure
trove of appealing elements

VRの使い方
スマートフォンやタブレットで
QRコードを読み込み、表示さ
れるアドレスをタップすると、
360度の景色が表示されます。
上下左右360度動かして楽し
みましょう。

5

6

7

8

9

10

1129



数字で見る西尾の暮らし

市制10周年を記念して一
般公募で選定。平和と幸福
の象徴であり、市民の幸せ
な暮らしを目指す西尾市に
ふさわしい花です。

市の花［ばら］
City Flower: Rose

市民の一般公募で選定。緑
豊かな西尾市を次代に伝
え、美しいまちづくりを目指
そうという願いが込められ
ています。

市の木［くすのき］
City Tree: Camphor tree

旧西尾城主大給松平氏の道中
目印として使用していたものと
伝えられ、整然とした市街と市
民の団結を象徴しています。

市章［結び井桁］
City Emblem: Tied parallel crosses

平均気温

17.1℃
平均最高気温（8月） 28.6℃
平均最低気温（1月）   6.1℃

男性

86,754人

出生数（年間）

1,456人

転出数（年間）

5,974人

転入数（年間）

6,512人

女性

84,792人

総人口

171,546人

平均降水量

112mm
Average rainfall Average temperature

Total population

Life in Nishio̶By the numbers

Men Women

Number of births (annual)

People moving in (annual)

People moving out (annual)

出典：平成29（2017）年　西尾市「西尾の統計」

森林

15%
河川など

8%
道路

9%
宅地

19%
その他

16%
Forests Rivers, etc.RoadsHousing Other
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愛知県の中央を北から南へ
流れる矢作川流域の南端に
位置。東に三ヶ根山などの
山々が連なり、南は三河湾を
望みます。平成23（2011）年
の合併を経て、17万人都市と
なりました。

歴史や文化、自然など魅力的

な観光資源あふれるまち西尾。

合併して17万人都市となり、

今年で市制65周年を迎えまし

た。先人たちが築き上げてき

た伝統や文化を引き継ぎなが

ら、未来に夢や希望が持てる

まちづくりを、市民と企業、行

政が一体となった「チーム西

尾市」で進めてまいります。 観光客数（年間）

3,555,140人

医療施設数

247施設

都市公園数

63カ所

医師数（歯科医含む）

280人

交通事故発生件数（年間）

737件

教員数（小・中・高）

1,478人

図書館蔵書数

729,968冊

学校数

26校

西尾市長　中村 健

西尾市

愛知県

Nishio is a c i ty overflowing with 
appealing tourists resources, including 
history, culture, and nature. This year 
marks the 65th anniversary of when 
Nish io merged wi th surrounding 
municipalities to form a city of 170,000 
people. While protecting the tradition 
and  cu l tu re  es tab l i shed  by  ou r  
ancestors, our entire city̶residents, 
corporations, and government̶will 
work together as “Team Nishio City” to 
advance town building with dreams 
and hopes for the future.

Number of tourists (annual)

Number of doctors
(including dentists)

Number of medical institutions

Number of instructors
(elementary, junior high, high school)

Number of schools

Number of traffic accidents (annual)

Number of city parks

Number of books in library collections

Land usage area

小学校
Elementary
schools

10校中学校
Junior

high schools

5校高等学校
High schools

出典：平成29（2017）年版　愛知県「土地に関する統計年報」

農地

33%

土地利用面積

Farmland

Ken Nakamura
Mayor, Nishio City
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